
            

 
 

兵庫県政 150 周年記念事業・加西分館「古代鏡展示館」開館記念展２  
「三彩の俑たち 唐王朝のたたずまい」の開催について  

 
 

 県立考古博物館加西分館では、９月７日（木）～３月 13 日（火）の会期で、兵庫県

政 150 周年記念事業・加西分館「古代鏡展示館」開館記念展２「三彩の俑たち 唐王

朝のたたずまい」を開催します。  
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パイワン族の宝物 
｢陶壺と神珠の首飾り｣ 

兵庫県政 150 周年記念事業・加西分館「古代鏡展示館」開館記念展２ 

「三彩の俑
よう

たち 唐王朝のたたずまい」のみどころ 

４月に開館した「古代鏡展示館」の開館第２弾となる展示です。当館所蔵の千石コレクション

は古代中国鏡が知られていますが、鏡以外の作品もコレクションに含まれています。その中でも

今回は唐の時代（約 1,300 年前）に制作された三彩の人物俑、褐釉や加彩の動物を紹介します。

三彩とは、白い素地に複数の釉薬をかけて焼成された陶器です。７世紀後半に制作がはじまり、

主に墳墓の副葬品として用いられます。多くの作品が制作されたのは、唐王朝の国威が最大とな

った８世紀前半です。三彩に彩られた俑は、当時の風俗を今日に伝えます。同じ時代に数多く制

作された鏡の優品と併せてご覧いただき、唐王朝の繁栄やシルクロードを介した東西交流の一端

に触れてみて下さい。 
 
会 期 平成 29年９月７日（木）～平成 30 年３月 13 日（火） 

主 催 兵庫県立考古博物館加西分館「古代鏡展示館」 

後 援 兵庫県 兵庫県教育委員会  

 
『三彩文官俑』『三彩天王俑』（当館蔵）など４点を展示 
俑（よう）：死後、冥界に暮らす貴族に仕える人々を模した人形。

墳墓に副葬された。文官、武人のほか、西域の人々を

模したものなどがある。紀元前５世紀頃から制作され、

秦始皇帝陵の兵馬俑が知られている。 
 
《おすすめの展示品》 
◎三彩文官俑 

胸元で手を組み、直立する姿を表現した俑。凜々しい顔は白い

素地を生かしている。三彩で表現された装束は、当時の官吏の華

やかな装いを今日に伝えている。 
 
展覧会関連行事 
展覧会関連講演会（要事前予約） 
・平成 29 年 12 月２日（土） 

「まぼろしの器、唐三彩の実態」   

神野 恵 (奈良文化財研究所都城発掘調査部 主任研究員) 

13：30～15：00 県立フラワーセンター第１会議室 

展覧会関連講座（要事前予約 要観覧料） 
・平成 30 年１月 13 日（土） 

  「俑って何？」 

  当館学芸員 

  13:30～15:00 県立フラワーセンター第１会議室 

   

※詳細はチラシをごらんください。      
問い合わせ 

            兵庫県立考古博物館加西分館「古代鏡展示館」 

            事業課 担当：長濱 誠司（ながはませいじ） 

            ＴＥＬ ０７９０－４７－２２１２      

 
三彩文官俑（唐） 

高 116 ㎝ 
（当館蔵 千石コレクション） 

 






